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こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く

労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。

◆
特
長

・
国
の
制
度
な
ど
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
（
日
額
３
１
０
円
）
の
一
部

を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

建
退
共
北
海
道
支
部

℡
０
１
１
―
２
６
１
―
６
１
８
６

◆
夜
間
納
税
窓
口

10
月
26
日
e

18
時
〜
21
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

後
志
支
庁
小
樽
道
税
事
務
所

℡
０
１
３
４
―
23
―
９
４
４
１

小
樽
道
税
事
務
所
で
は
「
道
税
」

を
滞
納
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
給

与
や
預
貯
金
の
差
押
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
10
月
を
「
納
税
推
進
強

調
月
間
」
と
定
め
、
滞
納
処
分
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

納
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ

る
方
は
、
電
話
ま
た
は
来
所
の
上
、

納
税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
の
日
時
に
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
休
日
納
税
窓
口

10
月
15
日
a

９
時
〜
17
時

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
は
農
林
水

産
業
の
一
部
を
除
き
、
必
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
事
業
主
は
、
速

や
か
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

小
樽
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
１
３
４
―
33
―
７
６
５
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
樽

℡
０
１
３
４
―
32
―
８
６
８
９

自
衛
隊
生
徒
を
平
成
18
年
11
月
１

日
d
か
ら
平
成
19
年
１
月
９
日
c
の

間
、
募
集
・
受
付
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満

◆
学
科
試
験
日

平
成
19
年
１
月
13
日
g

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
連
絡
部
小
樽
募
集

事
務
所

℡
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１

道
で
は
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
で

「
こ
れ
か
ら
ま
た
仕
事
に
つ
き
た
い
」

と
考
え
て
い
る
け
れ
ど
、
ブ
ラ
ン
ク

が
長
い
、
今
ま
で
経
験
の
な
い
施
設

へ
の
就
職
を
考
え
て
い
る
な
ど
の
不

安
か
ら
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
で
い
る

方
々
を
応
援
す
る
「
再
就
業
の
た
め

の
体
験
研
修
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◆
対
象
者

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
登
録
者

で
１
年
以
内
に
再
就
職
の
希
望
の

あ
る
方

◆
研
修
場
所

あ
な
た
の
居
住
地
で

あ
な
た
の
希
望
す
る
施
設

◆
研
修
内
容

看
護
技
術
の
見
学
や

実
習
（
１
〜
５
日
間
程
度
）

◆
研
修
時
期

随
時
受
け
付
け

◆
受
講
料

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
団
法
人
北
海
道
看
護
協
会

北
海
道
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
１
―
８
６
３
―
６
７
３
１

北海道内で事業を営む使用者及びその事業

場で働くすべての労働者（臨時、パートタイ

マー、アルバイトなどを含む）に適用される

北海道（地域別）最低賃金が次のとおり改正

されます。

fl››
効力発生年月日　平成18年10月１日

北海道労働局　労働基準監督署（支署）
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10月16日B～10月22日Aは「秋の行政相談週間」です。
毎日の暮らしの中で、国の役所や特殊法人が行ってい

る仕事について困っていること、納得できないこと、意
見をお持ちの方は、お気軽においでください。相談は無
料です。

【日 時】10月19日（木） 13：00～15：00

【場 所】積丹町総合文化センター　１階　娯楽室
【行政相談員】播磨修一
【相談内容】年金、老人保健・福祉、道路、登記、郵便・
貯金、消費者保護、雇用保険、役所の窓口サービスなど

子育ての大変さも「子育てなかま」がいれば楽しさい
っぱい！母として、女性としての苦労・喜びを皆さんで
分かち合いませんか？毎日忙しいお母さんたちにユーモ
アをまじえお話してくれます。

【テーマ】女は忙しい！～私・主婦・母・妻・嫁・娘etc～
―お互い　たいへんだよねって、言い合おう―

【日　時】10月24日（火）午後７時～９時
【場　所】子育て支援センター（びくに保育所併設）
【講　師】萌クリニック・女性とこどものためのメンタル

クリニック　　臨床心理士　門脇　いづみ 氏
【対象者】子育て中のお母さん、女性の方どなたでも
※当日は託児コーナーを設置し、お子さまのお世話をいたします。
ご希望の方は10月23日（月）までに申し込みください。

【問い合わせ先】子育て支援センター（℡44－2250）
担当：石田、藤野

講座名 音楽講座 パソコン教養講座

内　容

日　時 10/11D・12E・13F 18：00～19：30

回　数 ３回（連続３日間）

対　象 中学生以上

費　用 無　　　料

講　師 荒　木 藤島・三河・菅

場　所 古平高校　視聴覚室 古平高校 コンピュータ室

募集人数 ５～20人 ５～15人

オペラ・ミュージカル・オ
ーケストラなどの音楽をＤ
ＶＤ等で鑑賞しよう

インターネットを使
ってみよう

後志農業共済組合では、下記の物件を公売いたします。
下記、物件の公売に参加希望者は、平成18年10月20日ま
でに、下記まで連絡願います。

※　土地・建物の登記簿の写、土地の実測図及び建物の
図面等については、北部家畜診療所で閲覧できます。

《位置図》

所在地
積丹町大字美国町字大沢619番地２

土 地
後志農業共済組合 北部家畜診療所

地　目 宅　地

地 籍 353 .38㎡（登記簿面積）

所在地
積丹町大字美国町字大沢619番地２
後志農業共済組合 北部家畜診療所

建 物
種　類 住宅兼事務所、車庫付

木造亜鉛メッキ鋼板葺2階建（築29年）
構　造 １階108 .81㎡ ２階28 .35㎡

計137.16㎡

最低売却価格 1 ,760 ,000円

虻田郡倶知安町北３条東４丁目
問合せ・申込先 後志農業共済組合　総務課

電話0136（22）0264

10月３日（火）までに、北海道古平高等学校（担当　宮井）
まで電話（42－2033）でご連絡ください。

これまでの補装具そのものを支給する制度から、補装
具の購入（修理）にかかった費用（金銭）を支給する制度
に変わります。利用者は購入（修理）費用の１割分のみを
業者に支払い、９割分の受け取りを事業者に委任する方
法（代理受領）となります。

これまで自己負担額は所得に応じた負担額になってい
ましたが、10月からは購入（修理）にかかった費用の原
則１割負担となります。

購入（修理）にかかった費用の１割負担額と次の表の
区分に応じたいずれか低い方の金額を負担します。

※年収は別に計算方法があり目安。

世帯に市町村民税所得割の額が50万円以上の方がいる
場合は、購入（修理）にかかった費用は全額自己負担とな
ります。

購入（修理）をしようとするときは、あらかじめ窓口で
相談してください。
補装具費用の支給決定をする前に購入（修理）をしたもの

は、補装具費用の支給をうけられませんのでご注意ください。
【問い合わせ先】役場住民福祉課（℡44－2111 内線292）

区　　　分 月額負担上限額
生活保護世帯 ０円

市町村民税非課税世帯 １５，０００円（※年収80万円以下）
市町村民税非課税世帯 ２４，６００円（※年収80万円超）
市町村民税課税世帯 ３７，２００円




